
学生・教職員が同時期に同活動単位内で、従来の目安である５名以上の罹患者
が集団で発生し、教育・研究・大学運営活動に影響が大きいと考えられる事案が
発生した場合

同時期に同活動単位内で、５名以上の罹患者が集団で
発生した場合の各部局の対応フロー

2023年5月8日

部局担当窓口は代表者に状況を確認し、報告フォームに入力

新型コロナウイルス対策タスクフォース事務局（本部安全衛生課）

【報告項目】

活動単位の名称、罹患者（陽性者）の人数、参加者の人数、日時、場所、
経緯、代表者の氏名、連絡先
※報告された情報は、新型コロナウイルス対策タスクフォース内のみの取扱いとします。

活動単位の代表者は、部局担当窓口に状況を報告

部局担当窓口

活動単位の代表者

発生状況により、タスクフォース事務局から、
詳細を確認する場合があります。

＜参考＞新型コロナウイルス感染症に罹患したとき

外出を控えるかどうかは、個人の判断に委ねられます。その際、以下の情報を参考にしてください。
■外出を控えることが推奨される期間
・特に発症後5日間が他人に感染させるリスクが高いことから、発症日を0日目として5日間は外出を控える。
・やむを得ず外出する場合でも、症状がないことを確認し、マスク着用等を徹底する。5日目に症状が続いて
いた場合は、症状が軽快して24時間程度が経過するまでは、外出を控え様子を見ることが推奨されます。
・症状が重い場合は、医師に相談してください。
■周りの方への配慮
・10日間が経過するまでは、ウイルス排出の可能性があることから、不織布マスクを着用したり、
高齢者等ハイリスク者と接触は控える等、周りの方へうつさないよう配慮しましょう。

【報告フォーム】

https://forms.office.com/r/DvkivkfDMV

https://forms.office.com/r/DvkivkfDMV
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